
引用データの組織化の試行

Ø紀要は、特に人文社会学系分野において重要な研究成果の公表
の場であり、機関リポジトリが主たる公開場所として利用されている
ことが多い。

Ø引用データは知識体系を示しており、引用データを組織化して公開
することは文献を既存の知識体系への埋め込むこと捉えられる。

Ø多くの機関リポジトリでは引用先文献へのリンクは表示されていな
い。表示することによって、利用者に対して知識体系を提示すること
ができ、研究支援につながる。

京都大学図書館機構では、学内の紀要論文を対象として、引用
データの組織化・公開を試行
試行の対象とした紀要論文
• 京都大学大学院教育学研究科紀要 24件
• 人文學報 13件



仕様書を作成して、引用データの作成を外注した

入力をお願いした項目

引用データの組織化の仕様 [1/2]

入力項目 説明

引用元文献 識別子
引用元文献の識別子を入力する。人文學報であればDOI、京都
大学教育学研究科紀要であればハンドルシステム識別子を入
力する。

引用先文献

種別 JPCOARスキーマの資源タイプに沿って文献の種別を入力する。

著者 著者、編著者、訳者等を”; ”で区切って入力する。

タイトル 文献のタイトルを入力する。

雑誌/学会

逐次刊行物に収録されている際には、その文献が掲載されて
いる雑誌名を入力する。会議発表論文である場合には、学会名
を入力する。

文献の種別が図書（部分）（例：特定の章）である場合には、文
献が収録されている図書のタイトルを入力する。



引用データの組織化の仕様[2/2]
入力項目 説明

引用先文献

巻
逐次巻号物に収録されている場合に、その文献が掲載されて
いる巻を入力する。

号
逐次巻号物に収録されている場合に、その文献が掲載されて
いる号を入力する。

頁番号
逐次巻号物に収録されている文献や、図書（部分）である際に、
開始頁番号と終了頁番号を入力する。

出版者 出版者を入力する。

識別子

文献が図書、図書（部分）である場合には、ISBNを入力する。イ
ンターネット上で公開されている論文、学位論文である場合に
は、DOI、ハンドルシステム識別子といった永続的識別子を入力
する。

リンク先
URL

図書、図書（部分）である場合には、その図書のCiNii Booksの
URLを入力する。CiNii Booksで見つからない場合には、国立国
会図書館サーチ、WorldCatにおけるその文献のURLを入力する。
インターネット上で公開されている論文や学位論文である場合
には、DOI等のURLを入力する。オンラインで公開されていない
場合には、その文献のCiNii ArticlesのURLを入力する。



作成された引用データ



IRでの引用文献リストの表示

http://hdl.handle.net/2433/250369



資源タイプ 教育学研究科紀要 人文學報

図書（部分） 305 (33.04) 229 (22.45)

うち、図書の章に該当 186 (20.15) 69 (6.76)

図書 282 (30.55) 297 (29.12)

学術雑誌論文 218 (23.62) 200 (19.61)

紀要論文 52 (5.63) 26 (2.55)

インタラクティブリソース 26 (2.82) 0 (0.00)

逐次刊行物 12 (1.30) 0 (0.00)

その他 12 (1.30) 33 (3.24)

不明 0 (0.00) 81 (7.94)

記事 2 (0.22) 74 (7.25)

新聞 8 (0.87) 57 (5.59)
博士論文 4 (0.43) 13 (1.27)

報告書 2 (0.22) 10 (0.98)

引用先文献：資源タイプ
図書（部分）や図書の章は大きな割合を占める



識別子種別 教育学研究科紀要 人文學報

ISBN 146 43

NII書誌ID（NCID） 31 0

DOI 3 5

その他 6 0

なし 0 26

引用先文献：図書の章の識別子

このうち、図書の章に割りてられている識別子は、教育学研究科紀要のDOI3件のみ



まとめ

•図書の章は数多く引用されている。しかし、現在のチャプ
ターレベルのメタデータ流通状態では、成果の波及がみ
えづらい。

•様々なステークホルダがメタデータを作成している。メタデ
ータのprovenance（来歴）が重要になってくる。

京都大学の紀要論文を対象とした引用データの組織化で
得た所感


